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研修プログラム例（素案）に対応した教材作成の進め方について（案）

〇 全国各地域において、資料２でお示しした研修プログラム例（素案）を参考に自主防災組織のリーダーを対象と

する研修会等が開催され、リーダーの育成を通じた地域防災力の底上げが図られることが重要。

〇 しかし、研修プログラム例を示すだけでは、市区町村等の研修実施主体が、研修プログラムで使用する教材の作

成、教材を使用した研修実施方法などの検討等を行う必要があり、研修実施主体にとってかなりの負担となるため、

研修会等の実施が進まないことも想定される。

〇 そこで、研修プログラム例を参考に、各地域で自主防災組織のリーダーの育成が図られるよう、資料２の

研修プログラム例（素案）に対応する教材作成を以下の通り進めてはどうか。

資料３

１．教材作成の対象とする研修プログラム（案）について

・ 結成しはじめの段階の自主防災組織や長期にわたり実質的な活動が行われていない自主防災組織が、地域で自主防災活動

を実践できるように、取組の優先度が高く、また住民のニーズも多いと考えられる「住民の自助促進編（１日開催用）」に対

応する教材を作成してはどうか。

・ 近年多発する豪雨災害から住民が適切な避難行動を取ることができるよう、特に対応が必要と考えられる土砂災害警戒区域

等での活用を想定した「土砂災害警戒区域等の避難対応編（１日開催用）」に対応する教材を作成してはどうか。

２．作成する教材の形態（種類）について

・ 本検討会で実施したアンケート結果において、国が自主防災組織向けの教材を作成する場合に、提供して欲しい教材の形態

として「教育・訓練を企画・実施する方法を解説する教育・訓練の手引き」などの企画・運営に係る資料（運営用資料類）と、

「講師の際に実用的なプレゼンテーション用のスライドで作成された座学用の教材」などの当日の説明用スライド教材を中心

とする研修実施に係る資料（研修当日資料類）が求められていることから、これらに対応する教材を作成してはどうか。

・ また、教材として「防災に関する基本的な知識が書かれた副読本」や「自由に利用できるイラスト・写真などの素材」、

「被災地の様子など、座学で利用できるビデオ教材」などの提供が多く求められていることを踏まえ、上記で作成の説明用

スライド教材を、図・写真の活用や説明文の掲載などにより、参考資料としても活用できるように工夫するほか、出来る限り

使用制限のないイラスト・写真・動画などを活用して教材を作成してはどうか。

教材作成の進め方（案）
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３．作成する教材の構成について

運営マニュアルを含む企画・運営に係る「運営用資料類」と、研修当日の説明用スライド教材や素材など研修実施に係る「研修

当日資料類（座学用／ワークショップ・演習用）」の２つの基本的な資料類から教材を構成することを想定。

区分 教材名 資料の概要
受講者
への配
付

（１）運営用資料

1-1
企画・運営
マニュアル

• 研修をどのように企画・運営していくのかについての手引きで、研修の
企画者が使用

• 研修の概要、教材の構成と概要、準備物品、研修の進め方の流れなど、
どのように研修を企画し、運営していくかを示しているもの

×

1-2 実施要領
• 参加者への開催通知用に研修の実施概要を示した資料（フォーマット）
• 研修の目的、日時、場所、対象者、研修の主な内容、時間割などを掲載

○

1-3
参加者リス
ト

• 研修参加者名簿の作成のための資料（フォーマット）
• 必要に応じて参加者に配付

△

1-4 時間割
• 研修当日の時間割を示した資料
• 必要に応じて参加者に配付。壁などに貼り出して使用

△

1-5 アンケート

• 研修参加者の理解度や研修プログラムに対する感想などを把握するため
のアンケート

• アンケートの内容は、教材やワークショップの内容の改善を図る際に参
考資料となる意見を記入してもらうよう設計

○

（１）企画・運営に係る「運営用資料類」

・ 企画者が、研修プログラムに沿った研修を企画・運営するための手掛かりとなる「企画・運営マニュアル」を作成

・ 研修の実施概要を示した「実施要領」や、研修参加者名簿となる「参加リスト」のフォーマットと共に、研修プログラ

ムを踏まえた研修の「時間割」、「アンケート」など、研修の企画者が企画段階で作成することを補助する資料も準備
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区分 教材名 資料の概要
受講者
への配
付

（２）研修
当日資料類

座学用・演習用 2-1 スライド

• 講師が、座学を進める際に用いる説明用スライド資料（パワーポ
イント）

• 文字は18ptより小さい文字は使わず、写真・図を多用して見やす
くわかりやすいスライドとなるようにレイアウト

• ノート部分には、スライドの説明の文例を掲載するなどして、読
み上げて使えるものとするほか、本としての活用も可能

○

演習用

2-2 前提状況資料

• ワークショップ・演習のテーマについて検討したり、対応を考え
る上での前提となる場面をまとめた資料

• 日時、場所、天候、災害や被害の状況等、ワークショップの検討
にあたって必要となる情報

○

2-3 状況付与資料
• ワークショップ・演習でのテーマについて、時間経過の流れに
沿って、より実践的に検討したり、対応を考えてもらうために、
途中で追加する状況の資料。途中で参加者に配付

○

（２）研修実施に係る「研修当日資料類（座学用／演習用）」

・ 研修講師が、座学での講義やワークショップ・演習などでの説明にあたり用いるスライド教材を作成

・ ある特定の条件や状況に応じて対応を考えるワークショップや演習を実施する講座において使用する、検討の前提となる

事項を示した「前提状況資料」や、時間経過の中で対応を考えるために、一定の時間経過後に追加する「状況付与資料」

なども補助教材として作成
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教材のイメージ

1-1.運営マニュアル 1-5.アンケート1-2.実施要領

2-1.スライド 2-2.前提状況資料

1-3.参加者リスト 1-4.時間割

2-3.状況付与資料

１.運営用資料類

２.研修当日資料類（座学・演習用） ２.研修当日資料類（演習用に限る）

内　容 所要

13:30 ～ 13:45 開始～アイスブレイク 15

13:45 ～ 15:05 座学 80

15:05 ～ 15:15 休憩 10

15:15 ～ 15:50 ワークショップ 35

15:50 ～ 16:25 ふりかえり 35

16:25 ～ 16:30 講評、まとめ 5

時　間

開催日： 年    月    日
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○○研修　参加者名簿

＋
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